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１　はじめに

平成１０年２月２日に７けたの新郵便番号制が導

入されて既に３年が経過した。国民利用者の皆さ

まに従前の３けた（又は５けた）の郵便番号から

７けたの新郵便番号記入にご協力いただいた結果、

平成１３年２月８日時点の調査において、新郵便番

号の記入率は全国平均で９７．１％（切手ちょう付

９５．５％、別後納９７．８％）に達している。

この７けたの新郵便番号制の下で、郵便局にお

いては「新郵便処理システム」と称する郵便物の

新しい区分システムが稼働した。このシステムは、

郵便物に書かれた郵便番号とあて名住所の数字情

報を機械が読み取りやすいバーコードに変えて郵

便物に印字し（紫外線を照射することによって発

光する特殊なインクを用いているため、通常の状

態で印字されたバーコードを見ることはできな

い）、このバーコードを区分機が読み取って郵便

物を配達順に並べるところまでを機械処理する仕

組みである。

新郵便処理システムの導入により、新型区分機

が配備されている等の郵便局にあっては、配達郵

便物の道順組立作業は新型区分機で行われること

となり、手作業で処理する郵便物の割合は大幅に

減少した。最近における機械処理割合は約７４％と

なっており、定形外郵便物や機械処理でリジェク

トされた定形郵便物など、約２６％の郵便物を手作

業により処理している。

本研究は、新郵便処理システム導入前に比べて

手作業により処理される郵便物が確実に少なく

なっていることから、道順組立作業においても現

在のような作業方法（４０口又は５０口の「道順組立

棚」と称する区分棚を使って、配達郵便物を丁

目・字別に区分（以下「配達大区分」という。）

し、それを更に配達順に並べ替える（以下「戸別

組立」という。）作業方法）と、米国・カナダ・

などの諸外国で行われているような、スリット状

の区分口を有する道順組立棚を使って、一度の工

程で配達大区分と戸別組立を同時に行う作業方法

とでは作業性や作業時間においてどのような違い

が生ずるか等について研究を進めているところで

ある。

具体的には、新たに縦型の道順組立棚（試作品）

（以下「縦型道順組立棚」という。）を調製し、全

国で９つの郵便局をモデル局にして作業実験を行

い、現行と縦型道順組立棚を使用した場合の作業

性の比較、縦型道順組立棚を使用した場合のメリ

ット、デメリット、縦型道順組立棚の仕様に対す

る改善点などについて明らかにしていくこととし

ている。

ただし、作業実験などについては、現在モデル

局において作業を進めている段階にあり、本紙面

はこれまでの取組に対する中間的な報告となるこ

とをお許し願いたい。

縦型道順組立棚に関する研究
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２　道順組立棚の変遷

本研究の対象物となっている道順組立棚の変遷

を見ると、「平面型」から「立体型」へ、「木製」

から「鉄製」へ、「標準タイプ」から取扱量に対

応した「大型化・小型化」へ、「重い棚」から

「軽量化・JIS規格対応」へと変化してきた。現在

のような立体型の道順組立棚の登場は比較的新し

く昭和に入ってからと推定される。

明治４年（１８７１年）３月１日（新暦４月２０日）、駅

逓権正であった杉浦　譲のもとで新式郵便が開業

されたが、文献・写真等の資料により、道順組立

に使用された作業台は少なくとも大正１０年までは

木製の平面型が使用されており（図表１）、立体

型の道順組立棚は昭和６年の巣鴨（東京）郵便局の

道順組立を写した写真により確認できる（図表２）。

図表１　大正１０年ごろの東京中央郵便局

における道順組立作業

図表２　昭和６年の巣鴨（東京）郵便局

における道順組立作業

出所：図表１・２　「日本郵便の歴史」１９８６．４（ 北都）
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区分棚の名称 段×口 横・奥行き・高さ（ ）

道順組立棚（甲） ３×８ １３１．４×６５．０×１７０．４

道順組立棚（乙）（２人用） ４×２ １５６．０×６５．０×１７０．４

道順組立棚（甲鉄製） ５×８ １３１．４×６３．５×１６５．５

道順組立棚（甲－２鉄製） ５×１０ １６２．６×８５．０×１６５．５

道順組立棚（甲－３鉄製） ５×５ ８１．６×３５．６×１６５．５

道順組立棚（乙鉄製） ５×６ １００．０×６０．０×１５１．５

立体型の道順組立棚がいつから使われ出したの

かはっきりしないが、統一した規格が設定されて

からの道順組立棚は、次のような変遷をたどって

いる（図表３及び４）。

図表３　道順組立棚の変遷

昭和２７年　道順組立棚（甲） 木製　 ２４口

規格化された初めての道順組立棚

↓

昭和３０年　道順組立棚（乙） 木製　　８口

「甲」より小規模局向けの道順組立棚（２人用）

↓

昭和４５年　道順組立棚（甲鉄製） ４０口

耐久性と作業性向上のため、道順組立棚

（甲）のスチール化・大型化

↓

昭和４６年　道順組立棚（甲－２鉄製） ５０口

道順組立棚（甲－３鉄製） ２５口

甲－２：大型郵便物の割合が高い大規模局向け

甲－３：甲－２鉄製との組合せ使用を目的とした

補助棚

↓

昭和５３年　道順組立棚（乙鉄製） ３０口

道順組立棚（乙）の小型化・新ＪＩＳ規格

対応化（１人用）

図表４　道順組立棚の種類

注１：横幅は、区分台を含む横幅である。
注２：高さは、区分台と区分棚を合わせた高さである。ただ

し、道順組立棚（甲）及び同（乙）の高さは、転居先
掲示板の上端までの高さである。



この変遷で明らかなように、現在郵便局で主に

使用されている鉄製の道順組立棚の原型は、昭和

４５年～５３年にかけて規格化されたもので、実に２０

～３０年の実績を有するものである。

３　諸外国における道順組立棚の現状

諸外国においては、どのような型式の道順組立

棚を使用して作業を行っているかを見てみること

とする。

３．１　米国の場合

３．１．１　Rosslyn Station（アーリントンの集配郵

便局）

� 配達物数：約２，４００通／１区

〔機械処理：約１，６００通（６７％）手処理：約８００

通（３３％）〕

� 配達箇所数：約４００箇所／１区

� 道順組立棚の種類：縦型の道順組立棚（図表

５及び６）

� 配達方法：区分機処理のものと手処理のもの

を別々のケースに入れて配達

図表５　Rosslyn Station局の道順組立棚

図表６　側面のスケールによる郵便物の計測

３．１．２　New York General Post Office

（ニューヨークの集配郵便局）

� 道順組立棚の種類：縦型の道順組立棚（図表

７）

� 配達方法：区分機処理のものと手処理のもの

を別々のケースに入れて配達

図表７　New York General 局の道順組立棚

３．２　カナダの場合

Ottawa Mail Processing Plant（オタワの地

域区分局兼集配郵便局）

� 道順組立棚の種類：縦型の道順組立棚（図表

８及び９）

� 配達方法：区分機処理のものと手処理のもの

を別々のケースに入れて配達
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